





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いて家井は「 『詩經』の中では「魚」とともに、 「笱」 「梁」等が戀
詩・婚姻詩に見えるが、それは魚が女性を𧰼徵するの





















































































































































































































































































































ら、これで「𢛳」字を解釋しては正しくない。むしろ「心」の意味は「心持ち」の意に見て、 「直の聲」の表わす意味を考えねばならぬ。そこで「直の聲」の表わす意味を知るに參考となるのが、鄭本周易繫辭傳に「有功而不置。釋文曰、鄭當爲德」 （功有れども置かず。釋文に曰く、鄭は當に德と爲すべし） あ ごとく、鄭玄は「置」字を「德」と讀んでいる。この「 字と「置」字と通用した事實である。周易正義は「雖有其功、而不自以爲恩德（其の功有りと雖も、自ら以て恩德と爲さず） 」と
說
朙してある。 「置」の字が「恩德」と解釋されると、ここで想起されるのが「施舍」の語である。何とな

































るが後世に分化してしまったので る。 は、 言」字に就いてであるが、王引之が 言、云也 語詞也」 （ 『經傳釋詞』 ）と言い、楊樹逹が「語中助詞、無義。德言盛、禮言恭（易・繋辭） 。靜言思之（詩・
邶




























































































































































































































































































































































































（注二〇） 　『 詩經 興詞硏究 硏文出
　二〇一二年）二九九～三〇〇頁。











（注三〇）（注二九）歬揭論文參照。（注三一） 　家井 二 歬揭書一三三頁。（注三二） 　程湘淸主編『先秦漢語硏究』 山東敎育出
社 　一九九二年）所收「 《詩經》中的形容詞硏究」一一八頁。
（注三三） 　『漢字の起原』 角川書店 　昭和四五年）悳 また魏風・碩鼠篇に「
我肯德」とあり、
立甫が「德、恩惠、此作動詞用、卽給予恩惠」 　（ 『詩經選














（注四〇） 　『詩經雅頌』１（東洋文庫 　平凢社 　一九九八年）二八五頁。（注四一） 　李學勤は「碩女」の碩字に就いて「碩、小字本、相臺本同、唐石經初刻季、後改碩。阮校、案初刻誤也、正義可證」 （ 『毛詩正義』 （十三經注疏整理本 　
北京大學出
社 　二〇〇〇年） ）と言う。唐石經では碩を誤って季字に作られていたのは、 「季女」と「碩女」の性質が同じものであったことからなので
あろう。
（注四二）（注 九）歬揭書季字條、一四二頁。（注四三） 　『中國の民閒信仰』 （工作舍 　一九八二年）二七二～二七三頁。
